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い
ざ
と
い
う
時

命
を
守
る
た
め
に
…



マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
の
巨
大
地
震
が
発
生
！

海
岸
部
で
津
波
も
発
生
し
、
避
難
の
た
め
に
高

台
へ
向
か
う
住
民
で
市
内
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
一
時
停
止
状
態
の
な
か
、
病

院
・
消
防
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

以
上
の
想
定
で
、
１
月
30
日
（
土
）
、
市
立

病
院
と
消
防
本
部
が
合
同
で
災
害
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

巨
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
救
助
を
待
つ
住
民

が
あ
る
状
況
で
、
院
内
で
は
被
災
者
受
入
可
能

な
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
停
止
し
て
い
る
想
定
の
も
と
、
自
家
発
電

設
備
を
利
用
し
て
対
応
。
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

や
、
他
府
県
へ
広
域
搬
送
を
行
う
た
め
の
広
域

連
携
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

訓
練
を
通
じ
、
様
々
な
課
題
を
洗
い
出
し
、

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

日
本
に
住
む
私
た
ち
は
、
い
つ
巨
大
地
震
に

襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
「
い
つ
か
」
起
き

る
で
あ
ろ
う
地
震
の
た
め
に
、
「
い
つ
か
」
で
は

な
く
「
今
日
か
ら
」
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
命
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
。

巨
大
地
震
が
起
き
た
ら
…
？

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
れ
ば
、
津
波

は
最
速
で
約
33
分
後
に
有
田
市
へ
到
達
、
最
大

津
波
高
も
10
メ
ー
ト
ル
の
地
域
も
あ
り
、
甚
大

な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に
は
、
住
民
の

す
ば
や
い
避
難
行
動
が
最
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

「
長
く
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
」

「
津
波
警
報
等
が
出
た
ら
す
ぐ
に
逃
げ
る
」

い
ざ
と
い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
こ
と
が
、

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
族
で
話
し
合
お
う

大
き
な
地
震
が
来
た
ら
ど
う
す
る
？

津
波
が
く
る
か
も
？

ど
こ
へ
逃
げ
る
の
？

い
ざ
と
い
う
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
備
え
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
の
時
、

安
否
確
認
で
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
集
合
場
所
を
決
め

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

災
害
発
生
時
、
避
難
が
必
要
と
な
る
場
合
に

は
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
以
外
に
も
情
報
を

入
手
で
き
る
手
段
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
有
田
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
。

●
防
災
情
報　
　

●
防
犯
情
報

●
行
政
情
報　
　

●
イ
ベ
ン
ト
情
報

４
つ
の
配
信
ジ
ャ
ン
ル
の
中
か
ら
必
要
な
情

報
と
地
区
を
選
択
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

配
信
は
無
料
で
、
登
録
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。

登
録
方
法
①

カ
メ
ラ
機
能
付
携
帯
電

話
で
次
の
２
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
手
順
に
従
っ
て

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
②

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送

り
、
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

手
順
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

t-arida@
sg-m

.jp

す
ば
や
く
情
報
をキャ

ッ
チ
！　

ぜひ登録して
ください。

▼南海トラフ地震　有田市の被害想定
東海・東南海・
南海三連動地震

南海トラフ巨大地震

マグニチュード ８．７ ９．１

震　度 ６弱 ７

死　者 １８０人 ２，２００人

全壊家屋 ４２０戸 ５，４００戸

避難者数 ３，８００人 １１，４００人

石井さんご家族にご協力いただきました

非常持出品を
　　　チェック！
必要なものは
そろっているかな？

災害時、
家族はバラバラかも。
どこで待ち合わせを
するか決めておこう！

家族でチェック！

ハザードマップで
地域の危険度を確認。
避難場所は
　　　どこかな？

どんなルートで
避難する？

避難目標地点の
下見に行こう！ 防災体制の確立へ！

命のために今できること

広報ありだ2016. ３広報ありだ2016. ３③ ②



こども
スマイル

月生ま
れ3

５月生まれのお子さん（就学前）募集中！
氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ
（50字以内）を添えて、お申込みください。
応募多数の場合は抽選。
申込方法／郵便・メール・持込
締切／３月 31日（木）
申・問　秘書広報課（内線２０５）
　　　　※宛先は裏表紙参照

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

1月20日（水）、初島中学校3年生を対象に、母子保
健推進員の協力のもと「思春期教室」（出前講座）が行
われました。講師は保健師や市立病院の助産師・看護師
が務めました。中学生たちは事前学習として、命の大切
さについて学んだ後、実際に赤ちゃんを抱っこしまし
た。慣れない手つきながらも、大切に抱っこし、赤ちゃ
んの重み、命の重みを感じられた時間になりました。
今後もこのような出前講座を開催していきます。

赤ちゃん抱っこ体験

1月24日（日）、雪のちらつく中、第48回有田市内
駅伝大会が行われました。小学生から大人まで130チー
ムが参加し、厳しい寒さにも関わらず、応援のため、た
くさんの人たちが駆けつけました。熱い声援を受けなが
ら、選手たちはそれぞれ自分の力を出しきり、次の走者
へ懸命にたすきを繋

つな

ぎました。

  声援を力に変えて

さんきゅーの日　1歳の誕生日
おめでとう。産まれてきてくれ
てありがとう★笑顔いっぱい元
気に大きくなってね。

三
さん

家
が

 汰
たい

心
しん

ちゃん

（１歳）
Happy Birthday！！
いつも元気いっぱいで、みんな
を笑顔にしてくれるきほ♥我が
家の宝物です。

山
やま

縣
がた

 希
き

帆
ほ

ちゃん

（４歳）
エレナお誕生日おめでとう♪４
月から小学校入学だね☆色々と
頑張ってね！これからもずっと
笑顔でいてね♥

八
や

木
ぎ

 映
え

怜
れ

名
な

ちゃん

（６歳）

小学生男子の部：8.1㎞
優勝／有田ジュニアアスリートクラブA　29分02秒
（松

まつ

本
もと

 慎
しん

之
の

佐
すけ

、木
きの

下
した

 裕
ゆう

大
だい

、山
やま

本
もと

 久
ひさ

記
き

、田
た

ノ
の

本
もと

 稜
りょう

）
小学生女子の部　8.1㎞
優勝／有田ジュニアアスリートクラブA　30分05秒
（御

み

前
さき

 絢
あや

加
か

、石
いし

井
い

 佐
さ

和
わ

、山
やま

本
もと

 じゅれ、山
やま

本
もと

 実
み

那
な

）
中学生男子の部　9.5㎞
優勝／箕中陸上競技部A　30分08秒
（北

きた

野
の

 竣
しゅん

介
すけ

、鹿
か

嶋
しま

 優
ゆ

生
う

磨
ま

、楠
くす

本
もと

 翔
しょう

也
や

、田
た

伏
ぶせ

 陸
りく

人
と

）

中学生女子の部　8.1㎞
優勝／箕中バレーボール部A　30分01秒
（川

かわ

乘
のり

 沙
さ

也
や

花
か

、白
しら

倉
くら

 万
ま

歩
ほ

、辻
つじ

岡
おか

 由
ゆ

妃
き

菜
な

、吉
よし

田
だ

 晴
はる

菜
な

）
一般男子の部　9.5㎞
優勝／アリダーズ・M１号　29分48秒
（大

おお

杉
すぎ

 宗
そう

平
へい

、中
なか

川
がわ

 響
ひび

輝
き

、清
きよ

山
やま

 和
かず

哉
や

、石
いし

関
ぜき

 正
まさ

礼
のり

）
一般女子の部　8.1㎞
優勝／箕中教員女子　39分57秒
（内

うち

芝
しば

 夏
なつ

美
み

、中
なか

井
い

 江
え

美
み

、坂
さか

本
もと

 真
ま

由
ゆ

巳
み

、植
うえ

村
むら

 由
ゆ

香
か

）

大 会 結 果 

Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

2月14日(日)、2016有田みかん海道マラソン大会が
開催されました。今回はバレンタインデーと重なり、新
たにカップルマラソンの部を特設。市内外より89組の
カップルが参加し、仲良く手をつないでゴールしたあと
は、ハイタッチをしたり、お互いの健闘を讃

たた

えていまし
た。参加したカップルは「大変なことでも一緒に経験す
ることで、後々楽しい思い出になるかな」と笑顔で語っ
てくれました。その他にも親子マラソンや一般のマラソ
ン、ウォーキングもあわせ、約900名が参加し、「楽し
かった」「見晴らしがよかった」と話していました。大
会後はハモ団子汁などでおもてなしを受け、有田の景
色・有田の味を大いに満喫していました。

走って歩いて、有田を満喫！

①走りきったね☆　②一番でゴール！　③みんなでウォーキング
④手をつないで　⑤ゴールで笑顔♪　⑥表彰式で　⑦表彰メダル
⑧スタートダッシュ　⑨お姫様だっこでゴールイン！
⑩おつかれさまのハイタッチ　⑪おいしいハモ団子汁
⑫ハモ団子汁をつくる婦人会の方々

2月11日（木）、糸我小学校にて糸我地区青少年育成
会主催の「いも茶がゆと餅

もち

つきの集い」が行われまし
た。この行事は24年前から続くもので、地域の人々と中
高生ボランティア・子どもたち４世代間の交流の場にも
なっています。使用するお米は「田んぼの学校」で糸我
小の子どもたちが作ったものです。火のおこし方などを
教わりながらいも茶がゆをつくり、みんなでおいしくい
ただきました。

  お米がつなぐ、人と人

⑩

②

①

⑤ ⑥

⑪

⑫

⑨

⑦ ⑧

③ ④

ランネットの大会レポ（http://runnet.jp/report/）で大会参加者の感想をみることができます。ぜひご覧ください。 広報ありだ2016. ３広報ありだ2016. ３ ④⑤



情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 28 年２月 1日現在）

人口 29,678 人（前月比－ 52人）
男 14,119 人　女 15,559 人　世帯数 11,883 戸
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ゅ　

輝き

（
有
田
一
心
館
）

中な
か　

村む
ら　

十と
お　

輝き

（
有
田
一
心
館
）

山や
ま　

下し
た　

裕ゆ
う　

大だ
い

（
有
田
一
心
館
）

則の
り　

松ま
つ　

拓た
く　

弥や

（
有
田
一
心
館
）

尾び　

藤と
う　

和わ

香か

菜な

（
和
松
会　

空
手
道
）

相
撲 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

田た　

村む
ら　

吏り　

玖く

（
田
鶴
小
学
校
）

石い
し　

川か
わ　

　
　

凪な
ぎ

（
初
島
小
学
校
）

小こ　

林ば
や
し　

優ゆ
う　

輝き

（
藤
並
小
学
校
）

柔
道 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

宮み
や　

井い　
　
　

杏あ
ん

（
更
生
館
道
場
）

中な
か　

本も
と　

真ま

奈な

美み

（
更
生
館
道
場
）

陸
上 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

鹿か　

嶋し
ま　

哲さ
と　

稔し

（
紀
の
国
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

宮み
や　

本も
と　

照て
る　

久ひ
さ

（
紀
の
国
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

上う
え　

山や
ま　

真ま　

琴こ
と

（
有
田
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

竹た
け　

中な
か　

瑞み
ず　

貴き

（
有
田
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

軟
式
野
球 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

 

宮み
や　

井い　

七な　

瑠る

（
ガ
ー
ル
ズ
有
田
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

柔
道 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

 

角つ
の　

田だ　

良よ
し　

寛ひ
ろ

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度

　
　

有
田
市
三
世
代
定
住
等
支
援
事
業

市
で
は
、
市
内
で
三
世
代
が
定
住
す
る
こ

と
を
促
進
す
る
た
め
、
市
外
在
住
の
こ
ど
も

世
帯
が
市
内
の
親
世
帯
と
同
居
ま
た
は
近
居

す
る
た
め
に
市
内
で
住
宅
を
取
得
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
20
万

円
）
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
助
成
を
始
め
て

い
ま
す
。
助
成
対
象
と
な
る
住
宅
を
取
得
さ

れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
経
営
企
画
課
ま
ち
づ
く

り
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

認
知
症
の
高
齢
者
等
の
方
は
、
外
出
し
た

際
に
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
た
り
、
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
家
族
等
か
ら
ご

本
人
の
名
前
や
特
徴
、
写
真
な
ど
を
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
も
し
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
、
市
や
警
察
署
、
協
力
機
関
等
に
情

報
提
供
す
る
事
で
早
期
発
見
、
安
全
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
場
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

市
役
所
内)

必
要
な
も
の

①
本
人
の
顔
写
真
と
全
身
写
真

②
印
鑑

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

内
線
２
３
０)

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ら

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
。

　

手
数
料
も
不
要
で
す
。

○
社
外
積
立
型
な
の
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す
。

問　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

イ
ベ
ン
ト

第
８
弾『

心
も
体
も
元
気
に
な
る
集
い
』

見
て
、
聴
い
て
、
参
加
し
て
、
頭
も
体
も

心
も
豊
か
に
若
返
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

日
時
／
３
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
込
不
要
・
入
場
無
料

内
容１

部
／
日
本
舞
踊
・
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

（
宮み

や

﨑ざ
き

定さ
だ

直な
お

と
太
刀
の
宮
）
・
和
太

鼓
・
脳
を
元
気
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

２
部
／
み
ん
な
で
歌
お
う
シ
ャ
イ
ン
と
と

も
に

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
梛な

ぎ

の
会

℡
83

－

０
９
８
５

募　
　

集

宮
崎
公
民
館
主
事
補
募
集

募
集
職
種
・
人
員
／
主
事
補
・
１
名

応
募
資
格
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

　
　
　
　
　

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

勤
務
先
／
宮
崎
公
民
館

勤
務
内
容
／
公
民
館
運
営
・
管
理
事
業
に
係

る
事
務
等

勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
ま
で
の

時
間
の
う
ち
、
週
20
時
間
程
度

※
休
館
日
：
木
曜
日

報
酬
／
月
額
６
５
，
５
０
０
円
（
固
定
給
：

源
泉
徴
収
前
）
雇
用
保
険
有

申
込
方
法
／
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
履

歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

締
切
／
３
月
15
日
（
火
）
午
後
５
時

選
考
方
法
／
面
接
試
験

試
験
日
時
／
３
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
（
予
定
）

申
・
問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
６
）

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！

湯
浅
町　

町
制
１
２
０
周
年
記
念
事
業

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団　

in
湯
浅

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
鑑
定
品
の
写
真
を
添
付
し
、
次
の
受

付
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
写
真
／
①
全
体
像
が
わ
か
る
写
真
②
主

要
な
部
分
（
絵
柄
や
文
字
等
）
の
ア
ッ
プ

写
真
③
銘
や
落
款
な
ど
の
写
真

３
点
以
上
の
写
真
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
／
〒
６
４
０-

８
５
３
３

　

和
歌
山
市
栄
谷
１
５
１

株
式
会
社
テ
レ
ビ
和
歌
山
「
出
張
！
な
ん

で
も
鑑
定
団
in
湯
浅
」
お

宝
係

応
募
締
切

　

４
月
15
日
（
金
）
必
着

選
考
方
法
／
テ
レ
ビ
東
京

の
番
組
担
当
ス
タ
ッ
フ

が
応
募
書
類
を
詳
細
に
検
討
し
て
選
考
し

ま
す
。

発
表
／
採
用
の
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
テ
レ

ビ
東
京
の
番
組
ス
タ
ッ
フ
か
ら
直
接
連
絡

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

主
催
／
湯
浅
町

問　

株
式
会
社
テ
レ
ビ
和
歌
山

℡
０
７
３

－

４
５
５

－

５
７
２
１

啓　
　

発

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
！

家
庭
か
ら
出
る
紙
類
（
新

聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

古
紙
・
紙
パ
ッ
ク
）
・
古
着

（
布
）
・
ア
ル
ミ
缶
は
資
源

と
し
て
活
か
せ
ま
す
の
で
、

次
の
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
資
源
ご
み
回
収
団
体
へ
出
す

・
回
収
日
は
回
覧
板
や
地
区
放
送
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

・
平
成
27
年
度
は
47
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

○
有
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

（
℡
82

－

５
７
４
７
）
に
持
ち
込
む

・
ア
ル
ミ
缶
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

・
平
日
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

土
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

※
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

平
成
27
年
度

　

国
民
健
康
保
険
税(

第
９
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
９
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　

２
月
28
日
（
日
）、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

38
回
有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
50
名
と
４

団
体
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

世界大会出場、全国一位など日頃の努力と栄誉を讃える

第 38 回有田市スポーツ賞
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情報ありだ

おはなし会のおしらせおはなし会のおしらせ
日時／３月13日（日）午前10時30分～
場所／えほんのへや
内容／絵本の読み聞かせ ※申込みは不要です。

新着図書紹介新着図書紹介
「ブルーアウト」 鈴

すず

木
き

　光
こう

司
じ

／著　　小学館
　和歌山県串本町のダイビングショッ
プで働く女性ダイバー水輝のもとを、
トルコ人青年が訪れた。彼の目的は、
125年前に遭難した軍艦「エルトゥー
ルル号」の遭難現場で、ある物を捜す
ことで…史実に着想を得た海洋小説。

「モンスターはぐハグ」
デヴィッド・エズラ・シュタイン／作・絵

中
なか

川
がわ

ひろたか／訳　ポプラ社
　２匹のこどものモンスターが、
野球をしたり、かくれんぼをしたりして遊んでい
るよ。もっともっと遊びたいけど…言葉のテンポ
や力強いイラストが、見ていて楽しい絵本です。

問　図書館（℡82-3220）

平成 27年度　有田市人権啓発標語入選作品　「大好きだ　笑顔がいっぱい　ぼくの町」 「分かりあう　心と心　人と人」

広告

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
っ
て
何
？

あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
院
で

は
平
成
26
年
10
月
か
ら
、
東

３
病
棟
を
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
と
し
て
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

主
に
、
病
気
の
発
症
時
の
治
療
か
ら
、
あ
る

程
度
病
状
が
安
定
し
て
、
自
宅
療
養
や
介
護

施
設
へ
入
所
す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
患
者

様
が
対
象
と
し
て
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
療
養
中
に
何
ら
か
の
不
都
合
が

生
じ
一
時
的
に
生
活
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
、
在
宅
療
養
を
支
え
る
目
的

で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
骨
折
し
て
も
手
術

を
し
な
い
場
合
や
短
期
間
入
院
の
手
術
・
検
査

の
方
が
入
院
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
取
り
組
み

治
療
以
外
で
も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

退
院
調
整

主
治
医
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ッ
フ
・
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
等

が
協
力
し
、
患
者
様
を
支
援
し
ま
す
。
地
域

の
関
係
各
所
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
施
設
担

当
者
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
と
連
携

し
、
安
心
し
て
退
院
後
の
生
活
に
移
行
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

日
常
生
活
動
作
の
拡
大

な
る
べ
く
離
床
を
促
し
、
家
庭
で
の
生
活
に

近
づ
け
る
よ
う
援
助
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
ご
存
じ
で
す
か
？

市
立
病
院
通
信

平成28年春季全国火災予防運動
３月１日（火）～３月７日（月）

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

℡82-
2151

図書館だより わいがや通信

お知らせ 人事行政運営状況の公表について　　問　総務課（内線２１３）

本市職員の人事行政の透明性を一層高めるため、前年度を中心とした人事行政について公表します。
より詳しい内容につきましては、市ホームページでご覧いただけます。
なお、給与等はすべて税や各種保険料を引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

職員の任免及び職員数に関する状況
1.職員の採用状況 （平成 26年 4月 2日～平成 27年 4月 1日）

区分 男性 女性 合計
人数 14 10 24

2. 職員の退職等の状況 （平成 26年度）

区分 定年退職 勧奨退職 普通退職 合計
人数 18 3 27 48

3. 分限処分の状況 （平成 26年度）

区分 免職 降任 休職 降給 合計
人数 0 0 4 0 4

4. 懲戒処分の状況 （平成 26年度）

区分 免職 停職 減給 戒告 合計
人数 0 0 0 1 1

5. 部門別職員数の状況 （各年 4月 1日現在）

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成 26年 平成 27年

一般
行政

議 会 4 3 △ 1
総 務 46 44 △ 2
税 務 14 14 0
農林水産 13 12 △ 1
商 工 7 7 0
土 木 10 9 △ 1
民 生 78 77 △ 1
衛 生 18 16 △ 2
小 計 190 182 △ 8

特別
行政

教 育 24 22 △ 2
消 防 47 47 0
小 計 71 69 △ 2

公営
企業等

病 院 147 133 △ 14
水 道 7 7 0
下 水 道 0 0 0
そ の 他 21 21 0
小 計 175 161 △ 14

総合計 436 412 △ 24
※職員数増減の主な理由
　退職不補充、業務見直しなど

給料等に関する状況
1.人件費の状況（普通会計決算） （平成 26年度）

住民基本
台帳人口
(26年度末 )

歳出額
(A)

実質収支
人件費
(B)

人件費率
B/A

30,071 
人

11,877,611 
千円

395,340
千円

2,466,577
千円

20.77
%

※人件費には、特別職に支給される給料等が含まれます

2. 職員給与費の状況（普通会計決算） （平成 26年度）

職員数
(A)

給与費 1人
当たり
給与費
B/A

給料 職員
手当

期末勤勉
手当

計
(B)

261 
人

983,173 
千円

133,434 
千円

359,788 
千円

1,476,395 
千円

5,657 
千円

※職員手当には、退職手当が含まれていません

3. 平均給与月額と平均年齢の状況 （平成 27年 4月 1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢
有田市 361,583 円 41.0 歳 345,137 円 54.9 歳
国 408,996 円 43.5 歳 328,318 円 50.2 歳

4. 職員の初任給の状況 （平成 27年 4月 1日現在）

区分
一般行政職

大学卒 高校卒
有田市 174,200 円 142,100 円
国 174,200 円 142,100 円

5. 特別職の報酬等の状況 （平成 27年 4月 1日現在）

区分 給料（報酬） 期末手当
市長 810,000 円

6月期 1.925 月分
12月期 2.075 月分
　 計 4.0 月分

副市長 680,000 円
議長 500,000 円
副議長 450,000 円
議員 420,000 円

３月９日（水）オークワ箕島店
午前10時～正午・午後１時～４時30分

献血へ
行こう！

問　保健センター
　　℡ 82- ３２２３

地域の子どもたちの郷土愛を育むため、
「わいがや娘の会」は日々活動しています。

１月に開催した「ままかふぇ」
では、未就学児をもつお母さ
んたちと可愛らしいキャラおに
ぎりをつくりました。
のりパッチン、ハサミを使っ

ての細かい作業を行いながら
も、わいわいがやがやと談笑す
るなど、お母さんたちはとても楽しそうでした。
参加したお母さんから「４月からお弁当をつくる機会が増

えるので、今回のキャラおにぎりはとても参考になり、自分自
身も楽しめました。かわいさとおいしいのも良かったです。」
などの感想をいただきました。

次回は、５月頃を予定していますので、「毎日の育児が大
変」「ママ友を作りたい」などお気軽にご参加いただきます
ようお待ちしております。
　

あいいっぱい　りそうあふれる　だいすきなまち
　

問　福祉課（内線３７６）

キャラおにぎり
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ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

広告広告

龍
谷
大
学
が
あ
る
京
都
府
に
は
特

有
の
底
冷
え
の
寒
さ
が
あ
る
が
、
私

た
ち
が
訪
れ
た
日
の
有
田
市
も
暖
冬

と
は
言
い
つ
つ
冷
た
い
風
が
吹
く
寒

い
日
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
今
回

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は

有
田
市
役
所
の
辻
川
和
希
さ
ん
で
あ

る
。
と
て
も
気
さ
く
な
方
で
終
始
楽

し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

福
井
県
で
育
ち
、
大
学
進
学
と
と

も
に
上
京
。
そ
の
ま
ま
東
京
で
就
職

さ
れ
た
辻
川
さ
ん
は
、
２
年
前
に
有

田
市
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
ま
ち
に
住
み
始
め
た
当
初
は
、

東
京
に
比
べ
電
車
の
本
数
が
少
な

く
、
な
に
よ
り
方
言
が
難
し
い
と
感

じ
て
い
た
。
し
か
し
、
以
前
よ
り
交

通
機
関
に
頼
ら
ず
車
に
乗
る
こ
と
が

増
え
、
苦
手
だ
っ
た
運
転
が
上
手
く

な
っ
た
と
嬉う

れ

し
そ
う
に
教
え
て
く
れ

た
。

このコーナーは、地域の課題解決について研究している龍谷大学政策学部の学生
の皆さんが取材しました。有田市でのフィールドワークなどでの活動を通じて感じた
“縁側”の魅力を多くの人に伝えるため、学生自ら取材を行い、記事を書いています。
今回は、東京から有田市に赴任された辻川和希さんにお話を伺いました。
※ここでの“縁側”とは、“ホッとできる自分の居場所”という意味です。

そ
ん
な
辻
川

さ
ん
の
憩
い
の
場

は
初
島
町
に
あ
る

「
初
島
庭
球
場
」

で
あ
る
。
こ
の
場

所
に
出
会
っ
た
の
は
有
田
市
に
来
て

お
よ
そ
３
ヶ
月
が
経
っ
た
頃
に
開
催

さ
れ
た
市
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
大
学
時
代
に
テ
ニ
ス
を
し
て
い

た
経
験
も
あ
り
、
職
場
の
方
と
仕
事

終
わ
り
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
仕

事
仲
間
以
外
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
で
出

会
っ
た
人
や
テ
ニ
ス
協
会
の
方
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
と
繋つ

な

が
る
こ
と
が
出

来
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
仕
事
の
気
分

転
換
に
も
な
る
た
め
、
と
て
も
大
切

な
時
間
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

東
京
か
ら
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
知

り
合
い
も
い
な
い
環
境
で
の
生
活
と

な
っ
た
辻
川
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
２

年
経
っ
た
今
、
ま
ち
の
人
た
ち
の
温

か
い
人
柄
や
、
こ
の
ま
ち
特
有
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
に

よ
っ
て
穏
や
か
な
生
活
を
送
れ
て
お

り
、
多
く
の
面
で
魅
力
的
な
ま
ち
だ

と
感
じ
て
い
る
と
優
し
い
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
た
。

仕
事
柄
、

ず
っ
と
こ
の
ま

ち
に
残
る
こ
と

は
出
来
な
い

が
、
色
々
な
感

情
を
共
有
し
た

取
材
を
終
え
て
・
・
・

今
回
の
取
材
を
含
め
、
私
た

ち
は
10
回
ほ
ど
有
田
市
に
足

を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
有
田
市

の
表
情
は
い
つ
も
穏
や
か
で
、

今
ま
で
に
四
季
折
々
の
魅
力
を

た
く
さ
ん
感
じ
て
き
ま
し
た
。

冬
の
有
田
市
は
初
め
て
で
し
た

が
、
今
回
も
新
た
な
魅
力
を
教

わ
り
ま
し
た
。
縁
側
と
し
て
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
外
に
も
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
話
を
お
伺
い

し
、
辻
川
さ
ん
の
有
田
市
へ
の

熱
い
思
い
、
赴
任
し
て
か
ら
の
２

年
間
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
有
田

市
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
後
は
、
お
す
す
め
の
食

事
処
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

う
え
に
、
寒
い
中
、
数
十
分
並

ん
で
ア
ツ
ア
ツ
の
ラ
ー
メ
ン
を
一

緒
に
頂
き
ま
し
た
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
辻
川
さ
ん
の
人
柄
に

惹ひ

か
れ
た
私
た
ち
で
し
た
。

龍谷大学生
持ち込み企画

左から 猪
い

尾
お

雪
ゆき

乃
の

、良
よし

元
もと

雪
せつ

華
か

、　
　　　 佐

さ

々
さ

木
き

悠
はる

菜
な

、村
むら

田
た

新
にい

菜
な

たくさんの人と出会った
テニスコート

なごやかな雰囲気の取材

有田市 縁側発見新聞 №11

辻
つじ

川
かわ

 和
かず

希
き

 さん

ま
ち
と
、
ひ
と
と
繋
が
る
。

あ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
、
こ
の
ま
ち

で
の
想
い
出
は
色
褪あ

せ
る
こ
と
な

く
、
輝
き
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

このコーナーは、小・中学校の子どもたちが自分たちで編集・発行する「特派
員」となり、有田市の良さを伝えてくれます。

今回のこども特派員は、初島中学校生徒会役員の（左から）山
やま

本
もと

照
てる

さん、南
みなみ

村
むら

椋
りょう

大
た

さん、武
たけ

田
だ

伊
い

央
お

さん、橋
はし

本
もと

愛
あい

音
ね

さん、𠮷
よし

田
だ

さやかさんです。
※紙面の文章及び掲載の写真はこども特派員によるものです。

こどもこども特派員特派員が行が行くく!!!!

初
中
ソ
ー
ラ
ン
の
は
じ
ま
り

「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
は
「
南
中

ソ
ー
ラ
ン
」
を
も
と
に
し
て
、
昨

年
度
の
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て

作
っ
た
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
踊

り
で
す
。
み
ん
な
と
交
流
が
で

き
、
初
島
中
学
校
は
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
は
２
・
３

年
生
が
１
年
生
に
教
え
、
そ
の
１

年
生
が
２
年
生
に
な
っ
た
時
に
、

ま
た
次
の
１
年
生
に
教
え
る
と
い

う
「
先
輩
か
ら
後
輩
へ
」
伝
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
し
て
か
ら
ま
だ
２
年
で
す

が
、
今
後
初
島
中
学
校
の
伝
統
と

し
て
い
く
た
め
に
、
今
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
初
島
中
学
校
の
新
し
い
取
り
組
み
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
は
平
成
26
年
度
よ
り
は
じ
ま

り
、
小
学
校
の
運
動
会
、
神
社
の
夏
祭
り
、
地
域
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
さ

ま
ざ
ま
な
舞
台
で
活
躍
し
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
た
ち
が

初
め
て
学
校

外
で
「
初
中

ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
し
た
の
は
、

二
年
前
の
天て

ん

神
社
で
の
夏
祭
り
で

し
た
。
私
た
ち
は
、
「
初
中
ソ
ー

ラ
ン
」
を
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た

天
神
社
の
温ぬ

く

井い

敬ひ
ろ

忠た
だ

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

な
ぜ
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
踊

ら
せ
て
く
れ
た
の
か
を
聞
く
と
、

地
域
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
交
流
で

き
、
年
配
の
方
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
地
域
で
一
体
感
が
で
き
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ

が
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
の
良
い
と
こ

ろ
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
、
私
た
ち
は
「
初
中
ソ
ー

ラ
ン
」
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
疑

問
に
思
い
、
元
生
徒
会
役
員
の
東

ひ
が
し

山や
ま

祐ゆ
う

さ
ん
、
久

き
ゅ
う

喜き

麻ま

央お

さ
ん
に
も

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
が
誕
生
し

た
の
は
、
そ
の
一
年
前
に
発
足
し

た
「
全
校
合
奏
」
の
取
り
組
み
が

き
っ
か
け
で
し

た
。
全
校
生
徒
が

一
緒
に
演
奏
す
る

「
全
校
合
奏
」
以

外
に
も
、
初
中
だ

か
ら
こ
そ
全
員
で

で
き
る
新
し
い
取
り
組
み
は
な
い

か
と
考
え
、
で
き
た
の
が
「
初
中

ソ
ー
ラ
ン
」
だ
そ
う
で
す
。

初
中
は
規
模
が
小
さ
く
、
生
徒

数
も
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
後
輩
た
ち
に
自
分
た

ち
で
つ
く
っ
た
伝
統
を
残
し
た
い
、

と
い
う
願
い
も
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
「
初
中
ソ
ー
ラ

ン
」
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
、
学
校
や
地
域
を
元
気
に
す

る
取
り
組
み
と
し
て
日
々
進
化
し

続
け
て
い
ま
す
。

最
後
に

今
回
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
に
つ

い
て
考
え
、
地
域
の
方
に
意
見
を

伺
い
、
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
で
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
、
パ

ワ
ー
を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
先
輩
方
の
苦
労
し
た
話
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
よ
り
一
層
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」

を
か
っ
こ
よ
く
進
化
さ
せ
、
受
け

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
方
々
の
声
援

を
力
に
、
「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」
を

本
校
の
新
し
い
伝
統
と
し
て
、
未

来
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
へ
の
感
謝
を
胸
に

「
初
中
ソ
ー
ラ
ン
」

初中ソーラン

元生徒会役員の２人とともに

天神社 神主

温
ぬく

井
い

さん
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より良い有田市をめざして  ～待ったなし～
相手の優れた能力を認め、敬

意を払うことを「一目置く」と
言いますが、語源は囲碁から来
ているそうです。先ごろ、米
グーグル社の開発した人工知能
が、囲碁のプロ棋士に勝利した
というニュースがありました。

将棋やチェスに比べて囲碁は手数が多いため、この先
１０年位まで、コンピューターは人間に勝てないと言わ
れていました。技術の進歩は喜ばしいことですが、世の
中がどれほど変わっても、生身の人間の能力が一目置か
れる世界が残されることを願っています。
この約１か月は、各地区で「まちづくり懇談会」を開

催してきました。現代の情報伝達は、手紙から電話、そ
して電子メールやＬＩＮＥなど即時性が高まる一方で、
人と人との繋がりが希薄になり、気持ちが伝わりにくく
なりがちです。一人ひとりのお顔を拝見しながら、一対
一の対話を重ねることが、人々が集うまちづくりに重要
なことと改めて感じました。

懇談会では、３０年後４０年後の有田市の人口減少
を、緩やかにするため取り組んでいく「まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」の概要を中心に、国道４２号有田海
南道路整備や図書館を併設した地域交流センター（仮
称）建設の進捗状況、防災・減災対策への取り組み、
教育環境の充実や学力体力の向上、市立病院の現状など
についての報告を行いました。また、会場に来られた方
からは、防災対策に関する要望をはじめ、空き家対策や
農地制度、道路整備に関するものなど多岐にわたっての
色々なご意見を賜りました。早速、取り入れるべきとこ
ろから始めていきます。
人口減少問題は、待ったなしの課題です。囲碁には、
「大局観」という能力が必要とされています。盤上全体
を見通し、相手の動きを予測して先を読む力のことで
す。行政運営におきましても、未来を早く予測する先見
性が求められます。これからも、皆さんと対話を重ねな
がら、地域づくりをどのようにしていくのか、大局観を
大切にしたいと思います。

有田市長　望月 良男

『 戸締まり用心　火の用心 』
平成28年春季全国火災予防運動の一環行事と
して、市内の幼年消防クラブ員による防火パレー
ドが次のとおり実施されますので、車両等の通行
の際には、ご協力お願いします。
なお、雨天の場合は中止とします。

■３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

■４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使
用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
をつくる。

より良い広報づくりのため、秘書広報課へ皆様のご意見ご要望をお寄せください。

 住宅防火 いのちを守る７７つのポイント

住宅用火災警報器を設置しましょう

実施所園 日 時 パレードコース
糸我
保育所

３月１日（火）
９：30～10：30

糸我保育所から
糸我小学校周辺

ぶっとく
幼稚園

３月２日（水）
９：30～10：30

きのくに信用金庫箕島支店から
箕島本町商店街周辺

そとはま
保育所

３月３日（木）
９：00～10：00

そとはま保育所から
港小学校周辺

保田
保育所

３月４日（金）
９：30～10：30

保田保育所から
保田児童公園周辺

古江見
保育所

３月７日（月）
９：30～10：30

古江見保育所から
中央地区公民館周辺

広報ありだ2016. ３ ⑫


